




















　質問紙を用いて大学生 99 人（男子 28 名，女子 70 名，無回答が 1名）に回答













































































































































































　実験参加者は都内私立大学学生 99 名（男子 28 名，女子 70 名，無回答が 1









































































変動因 平方和 df 平均平方 F 有意確率 η 2p
場面 53.006 2.407 22.021 19.169 0.000 0.169
誤差（場面） 259.932 226.260 1.149
場面と注目の高低の交互作用 4.808 2.407 1.997 1.739 0.171 0.018
誤差 259.932 226.260 1.149
注目高低 0.255 1 0.255 0.082 0.775 0.001
誤差 292.984 94 3.117
　場面要因について Bonferroni の多重比較を行ったところ，会社説明会場面



















































変動因 平方和 df 平均平方 F 有意確率 η 2p
場面 40.478 2.532 15.988 19.807 0.000 0.174
誤差（場面） 192.098 237.978 0.807
場面と控えめの交互作用 1.019 2.532 0.403 0.499 0.652 0.005
誤差 192.098 237.978 0.807
控えめの高低 29.327 1 29.327 10.381 0.002 0.099
















い人（平均値 3.15）と低い人（平均値 2.59）の間に 5％の有意な差が見られた。
したがって控えめ程度が高い人ほど無難格好願望が強くなることがわかった。











































変動因 平方和 df 平均平方 F 有意確率 η 2p
場面 59.669 2.426 24.599 23.278 0.000 0.195
誤差（場面） 246.076 232.863 1.057
場面と目立ち交互作用 7.842 2.426 3.233 3.060 0.039 0.0031
誤差 246.076 232.863 1.057
目立ちの高低 15.155 1 15.155 4.215 0.043 0.042
誤差 345.192 96 3.596
　場面要因について Bonferroni の多重比較を行ったところ，会社説明会場面

























































変動因 平方和 df 平均平方 F 有意確率 η 2p
場面 97.526 3 32.509 28.960 0.000 0.236
誤差（場面） 316.550 282 1.123
場面と人の目を気にする程度の交互作用 5.776 3 1.925 1.715 0.164 0.018
誤差 316.550 282 1.122517
人の目を気にする程度 20.916 1 20.916 6.434 0.013 0.064
誤差 305.581 94 3.251
　場面要因について Bonferroni の多重比較を行ったところ，会社説明会場面









目を気にする程度が高い人（平均値 2.80）と低い人（平均値 2.31）の間に 5％
の有意な差が見られた。したがって人の目を気にする程度が高い人ほど服装相
談をすることがわかった。
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